
令和元年台風第１９号災害での経験

長野県危機管理部危機管理防災課
危機対策幹 後藤 孝

期日：令和２年２月１２日（水）
場所：中央合同庁舎第８号館８階

特別大会議室
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【資料２】



発表項目

１ 長野県の対応状況等

２ ISUTを含む情報の活用実績等

３ 民間企業との連携実績等
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１ 長野県の対応状況等

• 当県とISUTとの関係

• 台風第19号災害の概要

• 災害対応
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当県とISUTとの関係

H28 H29 H30
H31/R1

１/四 ２/四 ３/四

全 般

主要な
危機事象

ISUTとの
関係

地震総合
防災訓練
（図上）

県総合
防災訓練
（実動）

防災情報
システム
運用開始

長野県
広域受援
計画構想
策定

１月 ３月

長野県
広域受援
計画策定

３月

９/６
北海道
胆振東
部地震

７月上旬
平成30年７月豪雨

６/18
大阪府
北部
地震

福井県
大雪

２/6

７月
平成29年７月
九州北部豪雨

４/14･16
熊本
地震

９/10
台風15号
災害

10/12
台風19号
災害

防災科研
と初接触

（長野気象台）

7/13

９/３

震源
松本市

９/２

震源
諏訪市

９/３

長野県訓練参加（防災科研）

２/25

関東ブロック説明会
９/２

長野県訓練
参加（ISUTとして）

10/20（中止）
長野市と共催
千曲川水害・
地震想定

５／２８
第１回
全体会議
第１回
分科会

６／２８
第２回
分科会

７／２９
第３回
分科会

９／１９
第２回
全体会議
第４回
分科会

年度

項目

震源
大町市

９/１

ＩＳＵＴ
運用開始

４/１
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〇大雨特別警報発表市町村（全43市町村）
・市（16市）
長野市、松本市、上田市、岡谷市、諏訪市、
須坂市、小諸市、伊那市、中野市、飯山市、
茅野市、塩尻市、佐久市、千曲市、東御市、
安曇野市

・町（13町）
佐久穂町、軽井沢町、御代田町、立科町、
小海町、長和町、富士見町、辰野町、木曽町、
坂城町、小布施町、山ノ内町、飯綱町

・村（14村）
川上村、南牧村、北相木村、南相木村、
青木村、原村、宮田村、麻績村、生坂村、
筑北村、高山村、木島平村、野沢温泉村、栄村

２ 県の主な対応について
○ 災害対策本部等の設置

● 長野県

・10/11（金）15:30 警戒・対策本部

・10/12（土）15:30 災害対策本部

（15：30県内市町村への大雨特別

警報の発表による）

● 市町村

・最大34市町村が災害対策本部を設置

（うち１市が継続中）

○ 災害救助法の適用

・10/12（土）：大雨特別警報が発表

された43市町村

○ 被災者生活再建支援法の適用

・10/25（金）：県内全77市町村

１ 気象概況

要請先等 活動期間

自　衛　隊 R1.10.12～11.30

緊急消防援助隊 R1.10.13～10.15

警察災害派遣隊 R1.10.13～11. 3

海上保安庁 R1.10.13～10.14

活動内容

人命救助、災害廃棄物処理、入浴・給食支援等

人命救助

人命救助、警ら

人命救助

３ 救助に係る受援状況

※救助機関による救助者数

○自衛隊 748名
○消防・消防団 755名
○警察 256名
○海上保安庁 16名 計1,776名

台風第19号災害の概要（R2.1.27現在）



道路
橋梁損壊

鉄道
不通

下水
処理停止

河川
護岸損壊

河川
護岸損壊

河川
護岸損壊

長野市穂保
直轄堤防決壊

ほやす

千

砂防
土石流

曲

川長野

佐久

上田
川

犀

川

曽

木

川

竜

天

林道
路体流出

治山
山腹崩壊

農業
農地冠水

農業
機場浸水

農業
施設浸水

農業
農道損壊

道路
橋梁損壊

河川
護岸損壊

河川
護岸損壊

河川
護岸損壊

中小企業
工場等浸水

公営住宅
浸水

道路
橋梁損壊

鉄道
不通

北信

〇 人的・住家被害等の状況

●人的被害
・死者 5名
・行方不明者 0名
・重傷者 8名
・軽傷者 137名

●住家被害
・全壊 1,095世帯

（2,750人）
・半壊 2,812世帯

（6,896人）
・一部損壊 3,635世帯

（9,205人）
・床上浸水 14世帯

（ 24人）
・床下浸水 1,713世帯

（3,663人）
● 避難所の開設数
・407か所
（開設中の避難所なし）

〇 被害総額

２７１，４８８百万円

４ 台風第19号に
伴う主な被害

長野市穂保

国道361号 上伊那郡南箕輪村北沢山

市道白鳥神社線 東御市本海野

台風第19号災害の概要（R2.1.27現在）
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災害対応

時期 10/12～14 10/15～11/21 11/22～現在

体制

主要
対応
及び
発表
項目

応急対策 復旧・復興

10/12
15:30
県災害対策
本部設置

人命救助活動 捜索救助活動

11/3

②避難所運営

11/30

②災害廃棄物対応

12/20

長野市統合避難所

10/26【Operation One Nagano】11月下旬

③広域物資輸送拠点の運営

10/16 12/20

11/22
暮らし生業
再建本部設置

11/13 12/25

③家電製品支給11/16 12/27

③家財購入支援

10/15 10月下旬

②応急仮設住宅数の算定

10/13夕～11/22
内閣府調査チーム及びISUT派遣



２ ISUTを含む情報の活用実績等

• 避難所情報

• 応急仮設住宅数検討

• 災害廃棄物対応

• 感想、課題及び要望
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避難所情報
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基礎情報：
国土地理院浸水推定段彩図

国土地理院浸水推定段彩図を参考情報とし、
応急仮設検討の概数算出のため、長野県にて
対象エリアを算定

エリアに含まれる建物棟数を算出

＜解析に使用した情報＞
浸水エリア検討：
国土地理院浸水推定段彩図

建物棟数：
GEOSPACE建物形状

（NTT空間情報）を使用

＜注意事項＞
上記の浸水域と建物形状が重なる棟数を
抽出した数値であり、実際の浸水エリア、
高低差による建物浸水有無とは異なる場
合があるため、あくまで暫定値であり取
り扱いには注意いただきたい。

＜方法＞

＜結果＞

2019年10月15日

・エリアに含まれる建物棟数：3424棟
・下記条件により間引きした結果：XX棟

①長野市住家/非住家割合→X％
②東日本大震災の入居率→33.5％

応急仮設住宅数検討のための対象建物の概算算出
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Operation:

One Nagano
被災者のために、市民、ボランティア、行政、自衛隊、すべての人の力を結集しよう

Operation One Nagano＠長野市
市民、ボランティア、行政、自衛隊が連携し、災害ごみ集め、移動させます。

たくさんの災害ごみを集中的に大量に移動させるため、
ボランティア参加のご協力をお願いします。

（台風19号による災害ボランティアで県内初の大規模活動です）

災害廃棄物対応
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豊野

赤沼

穂保北

穂保南

大町

集積地

赤沼公園

国道18号

集積地

大町交差点
＝中規模家財置き場

＝大規模家財置き場

＝小規模家財置き場

＝一方通行規制ルート

＝集積場へのルート

台風19号災害より、大量に発生した災害廃棄物を被災地域から無くすことが、緊急の

課題となっています。ボランティアの皆さんの力を貸して下さい

市民、ボランティア、行政、自衛隊が一体となるこの活動を「One Nagano(ﾜﾝ ﾅｶﾞﾉ)」と命名

「One Nagano」とは…
・昼間、市民、ボランティア、行政職員の力を結集し、
長野市豊野地区等に点在する臨時集積所から
赤沼公園&大町交差点まで移動させる

・夜間、自衛隊が赤沼公園＆大町交差点付近に
集めた災害ごみを地区外に排出します。

市民、ボランティア、行政、自衛隊の力で、
被災者のために一丸となって活動しましょう！

【10月22日撮影：赤沼公園】
大量の災害ごみがまだ周囲にも…
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10月25日時点 11月1日時点10月28日時点

豊野・長沼地区 災害廃棄物対策

13

小規模集積所(個人宅) 中規模集積所(要重機) 大規模集積所(要支援)

例）

分類 件数
(10月25日)

小規模集積所(個人宅) 37
中規模集積所(要重機) 31
大規模集積所(要支援) 3
合計 71

分類 件数
(11月1日)

小規模集積所(個人宅) 6
中規模集積所(要重機) 24
大規模集積所(要支援) 2
合計 32

分類 件数
(10月28日)

小規模集積所(個人宅) 16
中規模集積所(要重機) 11
大規模集積所(要支援) 7
合計 34
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SNSを活用したボランティア募集

災害廃棄物対応
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○ 感想

ＩＳＵＴの皆様には、災害対策本部室の一員と化して人手と技術を要

する情報集約・地図化業務の主要な部分を担っていただき、初動期を

含め災害応急対策の実施に多大な貢献を頂いたことに感謝。
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感想、課題及び要望

課題 要望

各機関の獲得情報の
共有

●発災当初において、各機関からの
画像・映像等の提供が県や自衛
隊等の機関に周知されないため、
必要なタイミングでの活用が困難
（ex．国土地理院の航空写真、
ドローン写真等）

●県災害対策本部室における情報
共有体制が不十分

●各機関獲得情報の通報
システム等の構築（ＩＳＵＴに
集約）

●ISUTの県計画図上防災訓
練への継続参加

ＩＳＵＴサイト ●動作がより早くなれば、災害対策
本部会議など活用の幅が広がる

●ソフト改修

○ 課題、要望



３ 民間企業との連携実績等

• 広域物資輸送拠点の運営

• 家電製品等支援

• 課題、要望
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国

他都道府県

協定締結企業

県・市町村
（備蓄品）

等

広域物資輸送拠点

地域内物資
輸送拠点

避難所

避難所

避難所

避難所

県災害対策本部 市町村
対策本部

長野県 被災市町村
物資
供給要請

避難所

物的支援の流れ（基本型）

市町村
が輸送

状況に応じて直接輸送
（提供元が輸送）

提供可能数量等回答
物資輸送開始時期連絡

提供可能数量等回答
物資輸送開始時期連絡連絡調整 連絡調整

状況に応じて直接輸送
（県トラック協会等に要請）

県が輸送
（県トラック協会
等に要請）

提供元が輸送

（運営：県及び関係機関）
（運営：市町村及び

関係機関）

物資
供給要請

広域物資輸送拠点の運営
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国

他都道府県

協定締結企業

県・市町村
（備蓄品）

等

地域内物資
輸送拠点

県災害対策本部 市町
対策本部

長野県 被災市町村
物資
供給要請

物的支援の流れ（10月13～15日）

提供可能数量等回答
物資輸送開始時期連絡

提供可能数量等回答
物資輸送開始時期連絡 連絡調整

提供元が輸送 （運営：市町及び
関係機関）

物資
供給要請

広域物資輸送拠点の運営
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○13日：長野市

○14日：佐久穂町、
須坂市、飯山市

○15日：小布施町

連絡調整

市町村
が輸送 佐久穂町避難所

（2ケ所、12名）

須坂市避難所
（2ケ所、319名）

飯山市避難所
（１ケ所、21名）

小布施町避難所
（2ケ所、44名）

長野市避難所
（13ケ所､983名）



国

他都道府県

協定締結企業

県・市町村
（備蓄品）

等

広域物資輸送拠点

地域内物資
輸送拠点

佐久穂町避難所
（2ケ所、12名）

須坂市避難所
（2ケ所、319名）

飯山市避難所
（１ケ所、21名）

小布施町避難所
（2ケ所、44名）

県災害対策本部 市町村
対策本部

長野県 被災市町村
物資
供給要請

長野市避難所
（13ケ所､983名）

物的支援の流れ（10月16日以降）

市町
が輸送

提供可能数量等回答
物資輸送開始時期連絡

提供可能数量等回答
物資輸送開始時期連絡連絡調整 連絡調整

県が輸送
（県トラック協会
等に要請）

提供元が輸送

（運営：県、長野市及び
関係機関等）

（運営：市町）

物資
供給要請

広域物資輸送拠点の運営
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○佐久穂町
○須坂市
○飯山市
○小布施町
○千曲市（10/21）

県が輸送
（県トラック協会
等に要請）

千曲市避難所
（１ケ所、６名）



千曲市役所

須坂市北部体育館

小布施町役場

飯山市民会館

堤防決壊（長野市穂保）

長野市営健康レクレーションセンター

20

広域物資輸送拠点の運営



拠点開設前（10月13日）

拠点全景（10月13日） 拠点全景（10月13日）

長野市営健康レクレーションセンター屋内運動場
正面出入口 裏側

養生設置完了（10月15日） 21

広域物資輸送拠点の運営



広域防災拠点：長野市営健康レクレーションセンターの運営体制（10月16日～）

項 目 内 容 備 考

開設時間 9時～17時 搬入：9時～12時、搬出：13時～17時

配達リスト提出 配達日の前日15時厳守

体 制 担 当 役 割 分 担

全体統括 県職員（２名） 物資拠点の総括・指揮

管理ﾁｰﾑ 物流専門家（２名） 在庫管理表による在庫量管理、車両手配

作業ﾁｰﾑ
物流専門家 （１名）
長野市職員 （１～２名）
ボランティア（５～10名）

入庫・検品・仕分け・出庫、安全管理

１ 基本事項

２ 体制及び役割分担

（備考）
・長野県広域受援計画においては、県地方部職員が拠点の開設から運営等を行うこととなっているが、
以下の理由により、応援受援本部及び県庁職員（人事課手配）により広域物資拠点を運営
①広域物資輸送拠点の開設について施設管理者との調整が難航（南信の一部の施設を除く）
②支援物資の輸送効率性等を考慮し、被災地に広域物資輸送拠点を設置
⇒被災地の県地方部職員は他の災害関連業務があり広域物資輸送拠点の運営はできない

22

広域物資輸送拠点の運営



拠点全景（10月13日）

物流専門家指揮の下、支援物資をボランティアさんが入庫作業

物流専門家によるフォークリフト運搬
23

広域物資輸送拠点の運営



物流専門家指揮の下、ボランティアさんが仕分け作業を実施

24

広域物資輸送拠点の運営



日本通運(株)の取組

（電動フォークリフト（1.5t）、ハンドリフトは長野県がレンタル）25

広域物資輸送拠点の運営



日本通運(株)の取組

26

広域物資輸送拠点の運営



目 的 対象世帯 支援内容 財源等

家電製品の
支給

低所得世帯等、
これからの暮
らしを直ちに
再建すること
が困難な世帯
の支援

住家が半壊以
上・床上浸水
の判定を受け
た住民税非課
税世帯・生活
保護世帯

次のうち必要な品目を
１世帯あたり１点支給
●石油ファンヒーター
●冷蔵庫
●洗濯機
●テレビ

ふるさと
信州寄付
金

家財
購入支援

家財を失われ
た被災者の生
活再建の支援

住家が半壊以
上・床上浸水
の判定を受け
た世帯

イオンリテール㈱が被
災者限定価格カタログ
を作成（約９０品目）
●家電製品
●生活用品

イオン㈱
と長野県
の包括連
携協定

家電製品等支援
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家電製品等支援
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支給対象家電製品
台数

品 名 規 格

石油ファンヒーター ９畳 相当 ４５６

冷蔵庫 146ℓ ２ドア 相当 ３６３

洗濯機 ５kg 全自動 相当 ３５８

テレビ 32型 相当 ４５３

対象
世帯数

申請
世帯数

申請率

９２７ ５６２ ６０．６％

○ 家電製品の支給成果

●申請結果 ●事業費

購入世帯数 主な購入品目

１１４

（家電製品）
・エアコン：２５点 ・マイコン電動ポット：14点 ・電子レンジ：１４点
・石油ファンヒーター：１７点 ・石油ストーブ：１１点
（収納品）
・木製天板ストッカー３段：23点 ・カラーボックス：２５点
（寝具）
・組布団１０点セット：10点 ・フランネル無地毛布：１６点

○ 家財購入支援成果

家電製品等支援
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課題、要望

課題 要望

広域等物資輸送
拠点の運営

●初動期における県、市町村の
運営人員不足

●県・市町村で計画している物資
輸送拠点の殆どがフォークリフト
が運用できない体育館等であり、
運営には多くの人力が必要

●ＩＣＴ化の整備

●県の現況を踏まえた
プッシュ型支援要領の検
討

広域等物資輸送
拠点の運営訓練

●実運用のキーマンである物流
企業職員の訓練参加が難しい。

●訓練時に使用するダミー物資の
確保が困難であり、運営要領の
普及が難しい。

●県計画の図上・実動訓
練への参加（最小限、教
訓事項を普及）

●企業からのダミー物資
提供の協力

30
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